
２月のコウノトリ ２月の郷公園

人と自然の共生を考えるエコミュージアム               

コウノトリ文化館だより

コウノトリ文化館のホームページで
リアルタイムの情報を発信しています
https://kounotoribunkakan.com
https://www.facebook.com/kounotoribunkakan/
https://www.instagram.com/toyooka_stork_museum/

今年は雪の日が長く続きます。コウノトリの郷公園が
ある祥雲寺字二ヶ谷は、豊岡市街地の倍ほど雪が積も
ります。雪が多いと私たち人間は苦労しますが、豊富な
雪解け水は川や田んぼ、湿地をしっかりと潤して、様々
な生きものを育んでくれます。

２月に入ると繁殖活動が活発になります。早ければ
２月後半に産卵するペアもいます。当館から見える祥
雲寺巣塔のペアも、雌雄揃って巣に止まっている様子
を見られることが増えてきます。今年も子育てが順調
に進むことを願います。
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今月の生きもの

産卵のため水辺に集まってきたア
カガエル。包接といって、オスがメ
スの背中に乗っています。

アカガエル類（ニホンアカガエル、ヤマアカガエル）の産卵
2月も半ばになると、アカガエル類の産卵が始まります。まだ雪が残ってい
る寒い時期に産卵するカエルです。山沿いの田んぼや湿地の水中に産卵し
ます。

水路際の石組を登るアカガエル。
急斜面でも、苔が生えていると登れ
るようです。

水中に潜んでいるつがい。メスの腹
部が卵で膨れています。

アカガエル類の卵塊。透明なゼ
リー状の塊の中に1000～3000個の
卵が入っています。

こちらは昨年の1月27日に但東町
で撮影したものです。早ければ１月
でも産卵するようです。

生まれて間もない卵塊。生みたて
はピンポン玉サイズですが、水を
吸って20センチほどに膨らみます。



１月の トピ ッ ク ス

２月の行事

２月 ８日（日）
コウノトリ野鳥
観察会

時間：13時00分～
参加費：無料

※要事前申込 

２月１５日（日）
田んぼの学校

～冬のビオトープ～

時間：9時30分～
参加費：子ども100円

当日参加可能

法花寺万歳と新春落語 1/7

豊岡市立コウノトリ文化館 （指定管理：NPO法人コウノトリ市民研究所）
開館時間／9：00～17：00 休館日／月曜日（祝日にあたるときはその翌日） 入館無料（環境協力金100円・任意）
〒668-0814 豊岡市祥雲寺127番地 ＴＥＬ：0796-23-7750 ＦＡＸ：0796-23-8005 https://kounotoribunkakan.com
コウノトリ文化館は兵庫県立コウノトリの郷公園内にある、豊岡市立の見学施設です。

２月 1日（日）
スノーシュー体験

※雪がない場合は中止

時間：13時00分～
参加費：無料
※要事前申込 

コウノトリ野鳥観察会  1/11
参加者：4名 スタッフ：1名

風雪が強く、屋内での観察会となりました。スタッフの
ブログから昨年冬の野鳥記録を辿りながら、冬鳥の説
明をひとつひとつ行いました。また、流行中の鳥インフ
ルエンザの話も少し詳しく説明し、インフルエンザ対策
中のケージ内の飼育コウノトリを観察して終了しました。

２月22日（日）
植物観察会

時間：13時00分～
参加費：無料

文化館に集合し、園内

の植物を観察

※要事前申込 

毎年恒例の新春行事、法
花寺万歳と新春落語を開
催しました。雪の中でした
が、ファンのお客様が多数
おいでくださいました。

笑いで新年を迎えることが
できました。いい一年にな
りそうです。

田んぼの学校 1/18
参加者：21名 スタッフ： 6名

今月の田んぼの学校は、
冬の動物・足跡探しでした。
初めに、足跡や歩行パター
ンの話をして、２階の剥製
で実際の足を見てから出
発しました。

外では動物の糞を見て何
を食べていたかを調べたり、
シカやクマの足跡も見つけ
ました。

参加者：3名 スタッフ：1名

積雪は深いところで69ｃｍ。

スノーシューなしでは歩け
ない状態です。 これだけ積

雪があると、いつもは届か
ない枝に手が届きます。サ
クラやキリの花芽を見て、
定番の人間スタンプをした
り、雪玉投げをして遊びま
した。 最後に雪だるまを作
りました。
たっぷり2時間遊びました。

まだまだ雪は降り続きそう
です。

スノーシュー体験 1/25
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